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1. は じめ に

タ ク ラ マ カ ン沙 漢 は 周 囲 を 山岳 地 帯 に囲 まれ た 内 陸盆 地 で, 現 在 は 年 間 降 水 量

50mm以 下 の 乾 燥 地 帯 で あ る. 沙 漢 内 に は周 辺 山 岳 域 か らの融 雪 氷 水 が 流 入 し河 川

沿 い に植 生 が 発 達, ま た 河 成 段 丘 や 扇 状 地 な どの河 川 地 形 が 発 達 す る. 河 川 を は

な れ る と砂 丘 や ゴ ビが 広 が る砂 漠 域 に な る. 河 川 地 形 及 び 河 成 堆 積 物 は 現 在 は厚

く風 成 堆 積 物 に覆 わ れ て い る が, そ の 規 模 や特 徴 か らは, か つ て 沙 漠 内 に現 在 を

は る か に上 回 る流 入水 の 供 給 が あ っ た こ とが推 定 さ れ る. 流 入河 川 の 流 量 変 化 は,

源 流 域 の 降 雪 ･融 雪 の 収 支 に よ り支 配 さ れ る と考 え られ る.

筆 者 らは 当 地 域 にお け る砂 漠 化 の プ ロセ ス を解 明 す る ため, 河 成 お よび 風 成 堆

積 物 の 時 間 ･空 間 的 対 比 か ら古 環 境 復 元 と地 形 発 達 史 の 構 築 を行 い, こ れ を も と

に 当地 域 の 環 境 変 動 史 解 明 とそ の グ ロ ー バ ル対 比 を 試 み て き た (遠 藤 ほ か, 1992

;相 馬 ほ か, 1993; Kanemakiet a1.,1994;宝ndo et a1.,1994).

しか し年 代 決 定 に よ る堆 積 物, 地 形 の 年 代 対 比 は 14C年 代 試 料 に乏 しい た め難

行 して き た. 特 に河 成 堆 積 物 を覆 っ て い る風 成 堆 積 物 は乾 燥 化 の 進 ん だ時 代 を 直

接 的 に示 して い る に も 関 か か わ らず, 有 機 物 ･植 物 遺 体 に物 極 め て に 乏 しく こ れ

まで は lAC年 代 を得 る こ とが で き な か っ た.

そ こで 風 成 堆 積 物 中 に微 量 に含 まれ る有 機 物 ･植 物 遺 体 を用 い た加 速 器 lAC法

A.一上 ス庄 作 タも宕 方言才A f_一 ,-1-も.Ntiゝj蓄肋 ざ聖享giLC'h箭r-JLYヽ(､芯二言包jfTF_了uT.lfndニ｣二
に よ る年 代 決 定 を試 み た･ 療浦
2. 測 定 試 料 の層 序

測 定 に使 用 した試 料 は, 沙

漢 南 緯 か ら流 入 す る ケ リ ヤ河

下 流 域 及 び ホ - タ ン河 下 流 域

の河 成 段 丘 を 覆 う ネ プ カ 砂 丘

中 か ら採 取 した (図 1).

ケ リヤ 河 は ク ン ル ン 山 系 の

氷 河 に水 源 を 発 しユ ー チ ェ ン

オ ア シ ス を経 て北 流 し, 盆 地
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の ほ ぼ 中心 部 で デ ル タを形成 して 消滅 す る. 河 岸段 丘 は 5- 6段 が顕 著 に発 達 し

上涜 か ら下流 まで追 跡 さ れ る･ 最 下位 の段 丘 を 除 い て, いず れ も厚 い河 成 堆 積 物

とそ れ を覆 う風 成 堆 積 物 か ら構成 され る.

ケ リヤ河 下 流 域 の段 丘 は, 段 丘 面 高 度 と段 丘 構 成 層 を覆 う砂 丘 堆積 物 の新 旧及

び植 生被 覆 の 相 違 か ら･ 下位 か らA, B, C, D, Eお よび Fの 6段 丘 面 に分 類

され る (図 2)｡ C及 び D段 丘 は ネブ カ (植 生 の周 囲 に飛 砂 が トラ ップ され て で

F

KeriyaR.A
∇id

きた マ ウ ン ド)や パ ル

ハ ン砂 丘 に, E及 び F

段 丘 は大 砂 丘列 に覆 わ

れて い る.

試 料 1は KR-6'地 点

の D段 丘 を覆 うネ プ カ

の下 部 か ら採 取 した も

の で, jLプ カ を構 成 す

る砂 丘砂 の下 部 に含 ま

れて い た炭 化 した植 物

片 で あ る (図 4-a).

ホ - タ ン河 は, ク ン

ル ン山系 に発 す る イル

ンカ シ ュ ･カ ラカ シュ

の 2河 川 が オ ア シ ス地

帯 の 下流 で合 流 した河

F,E段丘は大砂丘列に､ D,C段丘はネプカに覆われている｡
B段丘も下流ではネブカに覆われている｡
D,E,F段丘の河成堆積物は､下部は砂層､上部はシル ト層､
A,B段丘の河成堆積物は主にシル ト層で構成される｡

図 2. ケ リヤ河 下流 域 にお け る河 成 段 丘 地形
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図 3. ホ - タ ン河 下流 域 にお け る河 成 段 丘 地形

川 で, 北 流 して抄 漢 北

縁 で タ リム河 に流 入す る. 下 涜域 で は 下位 か らA ･B ･C ･Dの 4段 丘 が発 達 す

る (図 3-a)･ C･Dは ネ プ カ を構 成 す る厚 い砂 丘砂 に覆 わ れ, A･Bは胡 楊

(populusdiversiforia:ポ プ ラの一 種 )の疎 林 が 発 達 す る. D面 の河 床 堆 積 物

と考 え られ る もの は, イ ル ンカ シ ュ ･カ ラ カ シ ュ河 合 流 地 点付 近 で観 察 され, マ

ザ クー ク付 近 よ り下流 で は D面 の 断面 に河 成 堆 積 物 は見 られず風 成 堆 積 物 の み が

見 られ る･ こ れ は 旧河 床 が現 河床 よ り低 い天 井 川地 形 で, 流 路 に治 っ て発 達 した
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ネプ カの 列 が 堤 防 の役 割 を果 し, 現 河 床堆 積物 が古 い河 床 跡 の低 地 部 を埋 め て し

まっ た結 果 で あ る と考 え られ る (図 3-b)｡

試 料 2及 び 3 は D段 丘 を覆 うネプ カの 断面 か ら採 取 した植 物 遺体 (タマ リク スの

莱, 芦 の 茎 な ど)で あ る (図 4-b). また試 料 4は B段 丘 の河 成 堆 積 物 中 に含 ま

れ るパ ッチ状 の有 機 物 濃 集部 で あ る (図 4-C).
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図 4｡ 試 料 採 取 地 点 に お け る堆 積物 の層 相
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3. 測 定 結 果

これ らの試 料 につ いて得 られ た Idc年 代 は表 1に示 した.

4試 料 ともガmodern"を示 した.

表 1. 年 代 測定 結 果

tn
!].(o
a
L
ト

ー
一一■試料 4

巨∃ 砂

巨ヨ シルト

匡司 植物遺体

匠ヨ有機質

Sample Locality Material Age(y.ち.P)
試料1 KR-6' ケリヤ河下流部,ネブカ直下砂丘中炭化植物片 -30±150(nlOdern)
試料2 HT-38 ホ-タン河下流部,大ネプカ申植物連休集積層 -850士110(modern)
試料3 HT-38 同上 -1530±150(modem)
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表 2. ケ リ ヤ河 下 流 域 にお け る段 丘 区分 と既 知 年 代

削三毛 植生,砂丘等の特徴 堆横軸の年代(Ka)

raCe A 芦原または塩類殻に覆われた林地

race B 芦臆,タマリクスとポプラの小さなネプカ 1_57±0.07 (河成シル ト)

ra(:e C タマリクスとポプラのネプカ 6.5-5.3 (河成シル ト)

raCe D タマリクスとポプラの大きなネプカ 9.5-9.9 (河成シル ト)

ra(1e E 大砂丘列 5.05,2.22 (風成砂)13.25土0.51 (河成シル ト)

ra(:e F 大砂丘列 15.90-17.90,8.10,8.62 (風成砂)16.71±1.00 (河成シル ト)

4. 考 察

ケ リヤ河 流 域 の 各 段 丘 の 河 成 堆 積 物 の 既 知 年 代 は 表 2に示 した. D段 丘 の 河 成

層 堆 積 年 代 は, KR-6'地 点 よ り下 流 の 河 成 層 上 部 か ら曹 ･夏 (1992)で は9,900-

9,500y.B｡P.が得 られ て い る｡ しか し河 成 堆 積 物 を 覆 う砂 丘 砂 中 の 炭 化 植 物 片 (

試 料 1) は丹modern'を 示 し, ご く最 近 に ネ ブ カ の形 成 が 始 ま っ た こ とを 示 して い

る. この よ うな 河 成 堆 積 物 と風 成 堆 積 物 の堆 積 年 代 の 大 き な ギ ャ ップ につ い て,

次 の よ う な要 因 が 考 え ら れ る.

① 流 量 減 少 期 に は, 河 床 は 下 流 ほ ど早 く離 水 す る の で 河 床 堆 積 物 上 部 の 年 代 は

上 流 ほ ど新 しくな る.

② 離 水 後 砂 丘 砂 が 堆 積 し植 生 が 侵 入 す る まで に は か な りの 時 間 的 な遅 れ が あ る.

③ 極 め て最 近 まで砂 丘 の移 動 が 活 発 に行 わ れ て き た.

④ 砂 を 主 体 とす る砂 丘 地 域 で は植 物 遺 体 層, 古 土 壌 な ど保 水 可 能 な層 に は 深 く

現 植 生 の 根 が 侵 入 し, 'moderncarbon"が 混 入 す る.

⑤ ネ ブ カ の 核 とな る樹 木 が 極 め て 長 命 で あ っ た.

② につ い て は, ケ リヤ 河 A面 の 現 状 か ら も推 測 で き る. A面 の 河 成 堆 積 物 中 の

樹 木 片 の 14C年 代 は約 1,600y.B.P.を 示 す の に対 し, 現 地 表 で は 旧河 道 の 窪 地 な

どに は植 生 も風 成 堆 積 物 の被 覆 も な く塩 類 殻 が 地 表 を覆 う裸 地 が 存 在 す る. こゐ

よ う な箇 所 で は塩 類 殻 が 保 護 とな り, 河 床 堆 積 物 は 地 表 に晒 さ れ て い て も ほ とん

ど風 食 を 受 け て い な い.

③ は, 基 礎 とな る風 成 地 形 が 古 い時 代 の もの で あ っ て も, 風 成 環 境 が 現 在 で も

継 続 して い る場 合 な どが そ れ で あ る. この よ う な場 合 に は風 成 地 形 の 表 層 を な す

堆 積 物 は現 成 の風 成 環 境 下 で の砂 の 再 移 動 に よ る も の で あ り, 古 い時 代 の 風 成 堆

積 物 は ご く深 部 に保 存 さ れ て い る にす ぎ な い 可 能 性 も あ る.

④ は, 極 め て透 水 性 の 高 い砂 丘 砂 の 分 布 地 域 で は 植 生 は わ ず か で も保 水 性 の あ
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る河 成 シ ル ト層 や 埋 没 土 壌 層 に根 を張 っ て 生 存 して い る ため にお こ る"modernca

rbon'に よ る汚 染 で あ る.

(参につ い て は, 試 料 と した植 物 遺 体 が樹 木 の 根 の 一 部 で あ っ た 場 合 に考 え られ

る. す な わ ち ネ プ カ の 形 成 は植 生 侵 入 時 に始 ま るが, 樹 木 の 寿 命 が 長 け れ ば 14C

年 代 は樹 木 が 枯 死 した 時 を示 す た め, ネ プ カ形 成 開 始 時 との 時 代 ギ ャ ップ は 当然

大 き くな る. ご く最 近 ま で樹 木 が 生 存 して い た場 合 に は"modern'とな る. こ の 点

は風 成 堆 積 物 の最 下 部 の TL年 代 や, 地 表 に露 出 して い る樹 木 の 年 輪 な どか らク

ロ ス チ ェ ッ ク す る こ とが で き る だ ろ う.

ホ ー タ ン河 で は, 段 丘 を構 成 す る河 成 堆 積 物 の既 知 年 代 は い ま の と こ ろ皆 無 な

の で, 今 回得 られ た 3試 料 との 比 較 は で き な い. ネ プ カ の発 達 す る段 丘 Dの ネ プ

カ部 の 砂 丘 砂 中 の 植 物 遺 体 洩 集 層 は 2層 準 とも"modern"を示 す. 試 料 4は B段 丘

の河 成 堆 積 物 中 の 有 機 物 で あ るが これ も"modern'を 示 して い る.

こ れ に つ い て は, 2つ の解 釈 が 可能 で あ る. 一 つ は ホ - タ ン河 下 流 域 の 段 丘 は

す べ て非 常 に 最 近 まで 植 生 侵 入 が な く, ネ プ カ な ど砂 丘 の発 達 も ご く最 近 に 急 速

に進 ん だ と言 う可 能 性 で あ る. こ れ に つ い て は河 成 堆 積 物 の 年 代 が ま だ得 ら れ て

い な い の で, 河 成 堆 積 物 との 間 に時 間 的 な ず れ が あ るの か ど うか は不 明 で あ る｡

HT-47地 点 の B面 河 床 堆 積 物 の 年 代 が 上述 の④ の よ うな 要 因 で新 しく出 て い る 可

能 性 も あ り う る.

も う一 つ は 植 生 の侵 入 も ネ プ カ の発 達 も か な り古 い時 代 か ら始 ま っ て い た が,

測 定 した試 料 が 表 層 の 一 部 にす ぎ な い とい う可 能 性 で あ る｡

ホ - タ ン河 の HT-38地 点 で 見 られ る の は風 成 堆 積 物 の み で I)面 期 の 河 成 堆 積 物

が観 察 さ れ な い. この 付 近 で の D面 河 成 堆 積 物 は か な り深 部 に存 在 す る こ とが推

測 さ れ, 試 料 2, 3の 層 位 は風 成 部 の ご く表 層 の 一 部 で あ る とも 考 え られ る｡

今 後 D面 河 成 堆 積 物 の = C年 代 や 河 成 堆 積 物 直上 の風 成 堆 積 物 の T L年 代, 可

能 な らば 現 在 ネ プ カ を構 成 して い る胡 楊 の 樹 齢 な ど と比 較 検 討 して い く予 定 で あ

る.
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JnKeriyaandHotanRiverfieldsinsouthernpartofTaklimakan
Desert,Severalriverterraces were formed after the latest

glacialage according to radiocarbon ages from the fluvial
depositsoftheterraces. Theformationprocessoftheterraces
ref一ectonthechan9eOftheriverdischar9eCOntrOIledbythe
cyclicchan9eOftheglacierinthe

The terraces are covered

sug9eStingtheadvantageinthe
activefluvialstages.Theeolian
absenceintheor9aniccarbon.
carbonincludedinsomesamples
KeriyaandHotanRivers,however,
TANS. Foursampleshaveglven

mountainarea.

with thick eoHan deposits
aridenvironmentfollowtn9the
depositstackages,becauseof
Asma"amountoftheorganic
from theterracedeposits of

couldhaveglVenthea9eSby
t'modernage". Theseresults

gNetheseveraIdifferentideasabouttheextendingprocessof
theeoJianenvironment.

Onepossibilityisthattheageoftheeoliansandsisfarfrom
the depositionaltime ofthe fluvialsediments. ttshou一d be
consideredthatittakesaIongtimeuntilplantsstarttogrow on
theo一driverfloordriedupafternewchannelscutdownit. For
someterraces,sothickeoliansandscoverthef山vialdeposits,
thatthebottomoftheeoliansandshasnotcroppedout,and the
ageshadbeenfromon一ysurfaceofeo拍nparts.

Therearest川 manyproblemstoc一arifythehistoryofthe
eolian environments.lt is necessary to know the ages of
initiationandthesedimentationrateofeoliansands,basedon
thedirectdeterminationoftheagesfrom eoHansands byTL
dating.
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